


(3)指 導観

横糸の選び方から思いもよらない模様ができることから、自由に織つて発見したり、横糸の色を工夫

したりすることで、模様を考えさせるなどしながら意欲的に織らせたい。

また、毎時間の結果や反省を記録し、作業の進度の発表や確認をしながら、話し合い活動の基本を身

につけさせたい。そして、他者にはた織りを教えたり作品の販売をできるようにさせていきたい。この

ような活動を通して、話すことや対人とのかかわりを持ち、社会性を身につけさせるとともに、記録を

基にしてお互いに競争したり、作品を仕上げる意欲づけにしたい。

3 指 導目標

(1)横 糸の使い方を工夫しながらさき織りになれることができる。

(2)作 業記録をとりながら、教えあい。協力して意欲的に作品を作ることができる。

(3)作 品の校内文化祭や福祉文化祭への発表などを通して社会性を持つことができる。

(4)安 全に気をつけ作業することができる。

4 指 導計画  〔 22時 間扱い〕

(1)作 品作りの計画をしよう           1時 間

(2)横 糸を作ろう                3時 間

(3)さ き織りをしよう             10時 間 本 時  (10/10)
|   (4)作

品に仕上げよう              6時 間

(5)作 品を確かめ合おう             2時 間

5 評 価規準及び達成状況      〔  評 価 で きた○ 大 体できた△ で きない 空 欄 〕

氏名

項 目

A B C

社

会

性

・
態

度

1 笑顔で元気な挨拶ができる ○ △ ①

2 話を聞くことができる ○ ① ①

3 指示の内容がわかる ① 〇

4 指示されたときや名前を呼ばれたときなど返事ができる O △ 〇

5 時間内集中して作業することができる △ 〇

6 友達と協力し、教えあうことができる ○ ○

7 わからない時やわからない事は、聞きなおすことができる ○ ①

8 作業が終わつたら報告できる

9 先生や友達の注意を素直に聞ける。受け入れることができる

10 教えてくれた人に感謝できる
■
■
■
■ 相手により、正しい言葉遣いができる

発

表

・
話

す

12 相手のほうを見て話すことができる ○ △ △

13 大きい声で話すことができる 〇 △ ①

14 自分の考えを持つことができる ○ △

15 人前で恥ずかしがらずに発表することができる

16 相手に内容がわかるように話すことができる

17 聞かれたことに答えることができる。

知

識

・
理

解

・
判

断

18 道具や機械の名前を知り、使うことができる O ○ △

19 材料や道具の準備 ・後片付けができる 〇 ① △

20 作業の方法を理解することができる ○ 〇 △

21 材料を無駄なく使うことができる ○ 〇 △

22 作業の指示を受けて友達に伝えることができる ① ①

23 安全に気を付けて作業をすることができる ① O

24 作業判慣を友達や先生に説明することができる

25 作品の良否がわかる





(4)

①

②

( 3 ) 展 開

評価

リズミカルに丁寧に織れたか

先生方に織り方の説明ができたか

過

程 学 習 活 動

教 師 の 指 導 支 援

生徒名 1     個 別の支援 評価の観点

導

入

５

分

拶挨

2 前 時の学習確認

3 今 日の学習確認

4 め あての発表

5 呼 びかける

日直の指示で元気に挨拶する。

B,C ことばをはっきり話すよう一声か

ける。

はつきり話すことができ

たか。

自分の進度を発表する。

学習課題を大きな声で読む。

手順、方法の説明をする。

◎ 織 り方を教えて、みんなにも織つてもら

おう。
・ リ ズミカルに織ろう。

大きな声でめあてを発表する。

呼びかけてさき織りをする先生を探し、自分の台のそばで見てもらう

全員

聞こえないとき、ことばがはつきり

しないときは、もう一度言うように教

える。

はつきりしたことばでは

なせたか。

A すばやく行動できるように声がけ

をする

Bと 同じく織りに入れた

か 。

B 落ち着いて行動できるように声が

けをするょ

図案通りにできたか。

C あわてないで、リズミカルに織るよ

うに声がけをする。

自分のリズムで織れたか

わからないときは聞けた

か 。

展
　
　
　
　
開

　

３５

分

織る

先生に織っても

らう

後始末をする

自分の台で、続きを織りながら説明をする。

終了報告をする。

10cm織 つてもらう。

Ａ

Ｂ

自信を持つて話せるように勇気

づける。

はつきり話すことができたか

C 手順とポイント表を見るように

教える。

表を見ながら教えることがで

きたか。

糸織りを6回 し、台からはずす。

織つた長さを測り記録する。

終
　
　
　
末

　

１０

　

分

反省と感想発表

10 次 時の予告と挨

拶

記録をもとに反省、発表しあう。

さき織りをした先生から感想を話してもらう。

協カルてくれた先生の名前を聞き、御礼を言う。

A B

織り全体の反省をさせる

協力者に感謝の気持ちを持たせ

たい

自分の考えを発表できたか。

感謝のことばを言うことがで

きたか

C

表を見ながら織り全体の反省を

させる。

協力者に感謝の気持ちを持たせ

たい

印を見て発表できたか。

感謝のことばを言うことがで

きたか

作品にしよう

元気な挨拶



小単元

日手間

作品を仕上げよう

6

作品をチェックしよう

2

目標

ものさしや作図を使い採寸や裁断ができる

丁寧にミシンをかける

安全に気をつけて作業をする

良い所、直す所に気がつき発表することができる

友達に指摘された時素直に受け入れることができる

最後まで作品に仕上げることができる

導入

1 め あてをつかむ

・ コ ースターとランチョンマットに採寸し裁

断ができる

。 ミ シンで縫い作品に仕上げる

。 安 全に気をつける

1 めあてをつかむ

良い作品に仕上げる

安全に気をつける

展 開

2 コ ースターとランチョンマットに採寸し裁断

する

3 ミ シンをかける

。 布にしつかリミシンをかけ、1編する

2 良 い作品とはどんな作品か

・ 織 りがしつかりしているか

。 布の端をしつかり縫えているか

。 横糸よりはみだしたミシンかけに

なっていないか

3 作 つた作品を見直し話し合 う

4 注 意を受けた所をなおす

5 完 成作品数を数えて記録する

終末

4ヽ 記録をもとに反省をし合う

次時の予告

6 記 録をもとに反省 し合う

次ヽ時の予告

さき織 りの反省をする

評 価

5 。 ものさしや型紙を使い採寸し裁断すること

ができたか

・横糸の上を縫 うことができたか

。安全に気をつけて作業できたか

7 ・ 良い所や直す所に気がつき発表で

きたか

。友達に指摘された時素直に受け入

れることができたか

。最後まで作品に仕上げる努力をしたか

。安全に気をつけて作業できたか



7 単 元の指導 ・評価計画 (22時 間扱い)

刀ヽ 単元

時間

作品作 りの計画

1

横糸を作ろう。

3

さき網こりをしよう

1 0

目標 何を作るか考える。

自分の考えを話せる。

計画に合わせて横糸を準備できる。

長さを測って反省などを記録する。

安全に気をつけて作業する。

リズミカルに丁寧に織る。

槙様を工夫して織る。

友達や先生方に織り方を説明できる。

導  入

1 め あてをつかむ。

さき織りで作りたいものを決める。

用具や材料について話し合う。

1 め あてをつかむ。

横糸を作る。

糸処理をきちんとする。

1 め あてをつかむ

丁寧に繊る。

目標を持つて織る。

展  開

自分で作りたいものを発表する

。 横糸はどのくらい必要か。

幅 lcm・ 長さ210c m=織 り5cm

織る模様を考える (AB)

横糸について話し合う。

横糸の準備の方法について話し合 う。

3

4

5

横糸を作る。

わからないときは質問し、確かめる

さくことのできない布は、はさみで切る。

さくことができない人は、はさみで切るな

糸の処理をする。

できた長さを測り記録する。

さき織 りをする=

。両手足をスムーズに動かし、T寧 に織る。

・縦糸の間に横糸を通す。

・足を踏み変えて紙で閉める。

以上を繰 り返し、織り続けることができる。

・模様を考え横糸を取り替える。

・聞いたり確かめ合いながら作業する

。目標を持って織ることができる。

・教えあうことができる。

織つた長さを測り記録する。

終末

6 考 えをまとめることができたか。

反省と次時の予告

4 記 録をもとに反省を発表しあう。

・次時予告

4 記 録をもとに反省を発表しあう。

次時の予告

評価

7 自分の考えを持つことができたか

自分の考えを発表することができたか

5 ,計 画通 りに横糸を準備できたか

rはつきりしたことばで発表できたか

/~A全に気をつけて作業できたか

5 rリ ズミカルに丁寧に織ることができたか

!横糸を工夫して織ることができたか

,友達や先生方に織り方を説明できたか



8 本 時指導の観点と評価   〔 本時指導の視点 ◎  評 価 で きた① 大 体できた△ で きない×〕

氏

名

項目

A B C

視 評 視 評 視 評

社

会

性

・
態

度

1 突顔で元気な挨拶ができる
ワ
“ 話が聞ける

3 指示の内容がわかる

4 指示されたときや名前を呼ばれたときなど返事ができる

5 時間内集中して作業することができる

6 友達と協力し、教えあうことができる

7 わからない時やわからない事は、聞きなおすことができ

る

◎

8 作業が終わつたら報告できる ◎ ◎ ◎

9 先生や友達の注意を索直に聞ける。受け入れることがで

きる

10 教えてくれた人に感謝できる

相手により、正しい言葉遣いができる ◎

発

表

・
話

す

12 相手のほうを見て話すことができる ◎ ◎

13 大きい声で話すことができる ◎

14 自分の考えを持ち話すことができる ◎ ◎

15 人前で恥ずかしがらずに発表できる ◎ ◎ ◎

16 相手に内容がわかるように話すことができる ◎ ◎ ◎

17 聞かれたことに答えることができる。 ◎ ◎ ◎

知

識

・
理

解

・
判

断

18 道具や機械の名前を知り、使うことができる

19 材料や道具の準備 ・後片付けができる

20 作業の方法がわかる

21 材料を無駄なく使える

22 作業の指示を受けて友達に伝えることができる

23 安全に気を付けて作業をすることができる

24 作業手順を友達や先生に説明することができる ◎ ◎ ◎

25 作品の良否がわかる

26 機械の故障や危険な状態を発見したら、連絡することが

できる

◎ ◎ ◎

技

能

・
音

欲

27 布の耳に、交互に lcm幅 にはさみを入れることができる

28 lc m幅 に布をさくことができる

29 糸の夕台末ができる

30 さき織 りができる ◎ ◎ ◎

31 さき織りの耳を同じに織れる ◎

32 図案を考え必要な糸の色を準備できる ◎ ◎

33 作品の大きさに合わせて採寸し、裁断できる

34

き暫

品を作ることに関心を持ち、意欲
脅審
り組むことがで

35 ミシンの上糸、下糸の準備ができる

86 ミシンの針に糸を通せる

37 ミシンで直線縫いができる




